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（回答）
よろしいです。
含まれています。
想定している敷地対象面積は、9号上屋約9,800㎡、10号上屋約30,000㎡、11号上屋37,000㎡で
す。ただし、対象建物（約5,000㎡×3棟）を新築するために必要な範囲における囲障、構内舗装、
屋外排水、駐車場、植栽等の外構設計を考えています。
3棟のうちの1棟を想定しており、上記2.の回答と同様となります。
よろしいです。
あります。
「45m未満」で積算しています。設計にあたり、必要に応じて、調査範囲は協議します。
・地域による変化率：0
・交通量による変化率：0～1000台未満/12時間[0.0]
・曲線数による変化率：単曲線換算曲線数0[-0.1]
・測量幅による変化率：45m未満
・測点間隔による変化率：20m[-0.1]
ホーリングは8箇所と考えてよろしいです。
B-3、B-4は調査箇所の仮の名称であり、B-3×4箇所、B-4×4箇所の計8箇所における調査とし
ています。 なお、B-3とB-4のそれぞれの数量は、4箇所分の総長となっています。
「（参考資料）金抜き設計書」の3ページ目の特別経費内訳書中「CBR試験　１式」において「8ヶ所」
として計上しています。（質問・回答②参照）
標準貫入試験について、計上もれとなっており、変更対象と考えております。（質問・回答①参照）
関係法令等により必要があれば、協議します。


